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入学期の大学生における発達課題に心理学講義が果たす役割
- 心理学講義レポー トの分析を通して-



































































期間 :Ⅹ年 4月～9月 週 1回90分 15コマ (連続講義)
対象学生 :大学 1年生 (学部は問わない)約120名
学生との接し方 :臨床心理士だが講義担当者 (以下,講義者 と略す)としてのみ接する
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講義の内容 :一般の心理学概論
講義者は臨床心理学の立場から人間の発達過程や心理状況を論ずる講義であることを,













いうと過去の講義では必ず公的な評価の対象 となるレポー トにプライベー トなことを場合
によると本人の家庭や病気,性的なコンプレックスなどまでも書いてきて,しかもレポー

























以上について分類 したところ,初回は表 1,最終回は表 2のようになった｡
表 1 計義初回のレポー トの苦己述分析
1.講義のやり方 2.一般的な心理 3.臨床心理学 4.社会的な現 5.自分自身に 計
についての記述 学に関する記述 に関する記述 象に関する記述 関する記述
A.教官を肯定的にとらえている 8 0 1 0 2 ll
B.教官との関係を求めているが肯定的否定的どちらでもない 0 0 0 0 00
C.教官を否定的にとらえている 1 0 2 0 1 4
D.特にそのような記述無し 72 ll 6 5 ll 105
*数字は人数
表 2 誰義最終回のレポー トの記述分析
1.講義のやり方 2.一般的な心理 3.臨床心理学 4.社会的な現 5.自分自身に 計
についての記述 学に関する記述 に関する記述 象に関する記述 関する記述
A.教官を肯定的にとらえている ll 0 0 2 15 28
B.教官との関係を求めているが肯定的否定的どちらでもない 0 0 0 1 1 2
C.教官を否定的にとらえている 1 0 0 0 01
D.特にそのような記述無し 33 4 7 2 37 83
*数字は人数
次に各パ ターンの典型的なレポー トの内容を一部示す｡それが表のどこに分類されるか
を (初回 1-A 文 女子)のように示した｡例えば初回, 1-Aの場合,表 1の8人
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の内の 1事例が記述したものの一部である｡ 文は文系,理は理系の学生を表し,男子は男
子学生,女子は女子学生を表している｡ なお,引用文は原文のままである｡
(初回 1-A 文 女子)
先生は私には母親を思い出させるような,名前のごとく朗 らかな方で,道理の通った方
だという印象を持った｡




(初回 2-D 文 男子)
臨床心理 という言葉の "臨床〟 という所は "床に臨む〟ということなのだが "床に臨む
心理学〟,はて,床に臨んで何か得 られるのだろうか,臨床 とは何ぞや ?
(補足 ;臨床についての質問だが言葉の定義の問題なので一般心理学に関する記述 として
分類 した)
(初回 3-A 理 女子)
教官 と学生の立場 とカウンセラーとクライエントの違いについて説明を受けた時にはと
ても納得がいき,身がひきしまる思いがした｡













(初回 5-A 理 男子)
臨床心理学の専門の方の講義を受けることができて, とても嬉しく思います｡プライベ
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- トな質問ができないのは残念ですが,僕は友人 も多 くあまり悩むこともないので,あま
り一人で落ち込むこともないとは思いますが-0






(初回 5-D 文 女子 *留学生)




(最終回 1-A 文 男子)
これだけ学生の気持ちを率直に聞いてくれた先生は初めてというのが,この講義の感想
です.最後に先生に残す言葉は ｢一期一会｣です.
(最終回 1-C 理 男子)
全ての講義についてもっと大きい声で話 してほしかったです｡たとえこっちが静かでも
聞こえない時がよくありました｡
(最終回 1-D 理 男子)
この心理学の授業で自分自身のことが人間の成長していく過程での心の動きがなんとな
く少しわかるようになった｡
(最終回 2-D 理 男子)
大人 とも子 どもともいえない14歳 くらいが一番危険である｡ 人の性格ほどまわ りの環境
一つでどうにでもなります｡こわいな-0
(補足 ;講義の中でこのようなことは話 していない)
(最終回 3-D 文 男子)
人間は小さい時から様々な体験をしてきているものだと思った｡小さい頃はまだ何 も知
らなかったり,何でもできなかったりするが,いったん物事を覚え始めるとそれはすさまじ
いスピー ドで進んでい く｡ 大人では考えられないような発想ができるのも子どもの特徴だ.
(最終回 4-A 文 女子)
最近のいじめや不登校の問題は,幼い頃の親の子 どもに対する接し方に大きく原因があ
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ると思いました｡こんな身近な視点からつつこんでゆく先生の授業はとてもわか りやす く
興味深かったです｡









(補足 ;初回 3-C の事例 と同一人物)
(最終回 5-B 理 男子)
今日で最後だからなのかどうかわからないけど,今日は先生はいつもより厚化粧な気が
する｡僕が小学生の頃,先生に日記を出さないことで怒 られたのをきっかけに,一番最後
に登校 して,一番最初に下校する日々を送 りました (先生に捕まらないように)0





｢内容についての記述｣では初回時は 1.講義のや り方についての記述 (含教官の印象)
が68%であったが,最終回では,講義ルールではカウンセリングはしない (プライベー ト
な質問は受け付けない)と繰 り返 し伝えていたのにも関わらず, 5.自分自身 (プライベ
ー トなこと)に関する記述が460/.と多 くなっていた. これはやはり講義が心理学で人間の




















期間 :Ⅹ-1年 7月 ･Ⅹ年 1月 ･Ⅹ年 7月
年 1回90分 各単発講義 (連続講義の中の 1コマ)
対象学生 :大学 1年生 (学部は問わない)
Ⅹ-1年 7月 約70名 ･Ⅹ年 7月 約70名 (前期受講者 ･主に文系)
















講義レポー トは講義終了後の課題 とし, 1週間後に提出させた｡それは(1)今回の講義の
















表 3 前期受講者のレポー トの記述分析
1.講義の療 2.対人関係 3.臨床心理 4.社会的な 5.自分自身 計
想のみの記述 に関する記述 学 .精神衛生に関する記述 現象に関する記述 に関する記述
A.カウンセラー,保健管理センターなどに関する記述あり 6 1 0 0 7 14
B.カウンセラー,保健管理センターなどに関する記述なし 62 ll 8 5 25 111
*数字は人数 未記入 8
表 4 後期受講者のレポー トの記述分析
1.講義の療 2.対人関係 3.臨床心理 4.社会的な 5.自分自身 計
想のみの記述 に関する記述 学 .精神衛生に関する記述 現象に関する記述 に関する記述
A.カウンセラー,保健管理センターなどに関する記述あり ll 0 0 0 4 15
B.カウンセラー,保健管理センターなどに関する記述なし 83 15 18 17 68 201
*数字は人数 末記入 10
次に各パ ターンの典型的なレポー トの内容を一部示す｡それが表のどこに分類されるか
を (前期 1-A 文 女子)のように示した｡例えば前期, 1-Aの場合,表 3の6人
の内の 1事例が記述したものの一部である.文は文系,理は理系の学生を表し,男子は男
子学生,女子は女子学生を表している｡ 引用文は原文のままである｡






(前期 1-B 文 女子)
今日の講義は精神 という自分の内面的なもので, とても興味を持って聞 くことができた｡
私 も周 りの友達や家族に気を配っていきたいと思う｡
(前期 2-B 文 女子)




(前期 3-B 文 男子)
心の健康 とは,まった ぐ悩みのない心だとは思わない｡悩みのない心 こそ異常だと思う｡
適度な悩み,つまり不完全な心だからこそ人間といえるのではないだろうか｡
(前期 4-B 文 男子)
現代人はいわゆるはっきりとわかるス トレスには強 くなったように思えるが,逆に潜在
的なス トレスに弱 くなったのではないか｡衝動的な行動 とかいわれるのも, この内にため
たス トレスが爆発を起 こすからかもしれない｡




経験 してみて心だけでなく身体 も不健康になり,きつ くてつらいものだと知ることができ
た｡保健管理センターも利用して,相談したいと思った｡
◎前期受講者で 5-Bに分類 したレポー ト内容には,主に以下の 2つのテーマが見 られた｡
それぞれの典型例を挙げる｡
1.今の自分の状態の確艶
(前期 5-B 文 男子)
講義を受けているうちに,自分の今おかれている立場が とても充実し,幸せであること
を実感 した｡
(前期 5-B 文 女子)
先生のお話はけっこう私にあてはまることが多 く,実経験 としてよくわか りました｡ス
トレスの対処法 として挙げられていたものは,私が無意識にとっている行動だと思います｡
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いろいろ思い悩んでいるのは私だけじゃないと思うと,少し安心しました｡
(前期 5-B 文 女子)
今日の講義はなるほどなあと思いました｡私は時々息苦 しくなる時があって,過呼吸の
軽いやっかと自分では思っていたのですが,ちょっと思い込みだったようです｡
2.講義内容に照らし, 自分を振 り返 る
(前期 5-B 文 男子 *留学生)
今 日の講義はとても私に衝撃をくれて,今までいろいろ言いたかったことを,はっきり
言えるようにしようと思いました｡









(後期 1-B 理 男子)
心の発達について,図を使って説明して くれたのでわか りやすかった｡今の我々に関係
していることだったので とても興味があった｡




(後期 3-B 理 女子)
私たちは心の病に鈍感であると思う｡ 身体的な病 と違って,具体的な痛みや形がない分,
もっと注意深 く心のケアをするべきだと思う｡
(後期 4-B 理 男子)
最近は ｢キレる｣子供の増加が問題 となっているが,彼 らには自分の ｢逃げ道｣をつ く
るだけのゆとりを周囲が与えて くれなかったのではないかと思った｡
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◎後期受講者で 5-Bに分類 したレポー トには,以下の 5つのテーマが見 られた｡典型例
をテーマ別に表記する｡
1.講義の内容に腐らし,自分を振 り返る
(後期 5-B 理 女子)
自分 も知 らないうちに周 りの環境から,愛情,非難などを受け,ここまで育てられてき
た｡それらすべてを統括 し,自分なりに解釈 し,それをまた周 りに対 してこたえていく必
要があると気づいた｡







(後期 5-B 文 女子)
落ち込んだ時はアロマ ･テラピーをすると落ち着きます｡ リラックス方法を持っている
といいと思います｡








(後期 5-B 文 女子)
現在の私は自分 らしさと自己主張をどのようにすればよいのかを模索している段階でまだ
｢ゆとり｣は持てていないようです｡
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(後期 5-B 理 男子)
僕は今,将来のことですごぐ悩んでいたけど,先生の話を聞いて,何かきっかけがつか
めたような気がした｡これからの自分の変化が楽しみだ｡







(ヨレポー ト内容の大半が, 1-B (講義の感想のみで,保健管理センターなどに関する
記述なし)と5-B(自分に関する記述があり,保健管理センターなどに関する記述なし)
に分類された｡ 5-Bの人数は前期が20%,後期が31%で,後期受講者の方が多かった｡
















今回の講義レポー ト分析の結果により,学生が書 くレポー トの内容には,講義の形態や
教官の立場の違いに関係なく共通点が多いことが判明した｡多 くの学生たちが,たとえ教
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その後,性格テス トを受けに来た り,心理学や臨床心理士について質問に訪れた り,進路
相談やさらに深刻な悩みを話 しに来談 した りする学生が現れ,保健管理センターの敷居が
多少低 くなった印象を受ける｡
藤原15)が指摘するように,今後,学生の現実を理解することにより,ここから出発する
大学教育 ･学生相談のあり方が問われる必要があるだろう｡学生の心に届 く関わ りや場面
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